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取材のご案内 

アフリカ稲作普及員が福島で学び、交流する！ 

現場での学びを自国の農業発展へ 

農業技術の普及・指導力を向上させることを目的に来日している JICA「稲作技術向上（普及員）コース

の研修員が、福島県で農業技術普及の工夫と農業用水管理について学び、意見交換を行います。 

ウガンダ、エチオピア、カメルーン、ガーナ、マラウイ、南スーダン、モザンビーク、リベリアのアフ

リカ 8 カ国、日本とは異なる自然・社会環境の中で農家支援に携わ

る参加者 9名が、日本の現場の取り組みを視察する域外研修です。 

この域外研修では、福島県安達農業普及所にて、日本とアフリカの

農業普及員による意見交換を実施します。テーマは、「農家へ新しい

技術をどのように伝え、実践に繋げるか」です。 

 

 農家への技術指導や助言を担う人材には、栽培技術の知識だけでなく、農家の理解や行動変容を促し、

それを効果的に普及するための手法や工夫も求められます。 

意見交換会では、日本の普及指導者から普及活動における工夫や課題を、実践事例について紹介する

とともに、参加者同士の対話を通じて、それぞれの国や地域が抱える課題や経験を共有します。研修員

にとっては、自国の活動を振り返り、改善に繋がるヒントを得る機会となります。 

 JICAは、技術そのものに加え、現場で培われた普及のノウハウや経験を共有することで、研修員が帰

国後に地域の農業発展を担う人材として活躍することを期待しています。同行者が通訳を行い、研修員

へのインタビューも可能です。ぜび取材をご検討ください。 

取材ご希望の場合は、以下問い合わせ先に 7月 15日（水）17：00までにご連絡お願いいたします。 

 

日時  視察訪問先・場所  住所  

7月 22日（水） 9:30～16:00  福島県農業総合センター  郡山市日和田町高倉下中道 116 

7月 23日（木） 9:30～11:45  安達農業普及所   二本松市金色 424-1 

7月 23日（木）13:30～15:00  あだたらアグリサービス  安達郡大玉村大山字谷地 142 

7月 24日（金） 9:30～14:00  安積疏水土地改良区 および 

上戸頭首工・田子沼分水工  

郡山市開成二丁目 22-2 および 

耶麻郡猪苗代町山潟 

7月 24日（金）14:20～15:00  東京電力リニューアブルパワー株式会社   

猪苗代事業所・沼上発電所  

郡山市熱海町安子島固後利山 3-１ 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

独立行政法人国際協力機構 筑波センター（JICA筑波） 研修業務課 稲葉・中尾 

TEL: 029-838-0491 e-mail: Inaba-Kaito@jica.go.jp 
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